



























小学校 (450) 600 ～ 700
中学校 1,200 1,600 ～1,800
高校 1,800 1,800 ～ 2,500
計 3,000 ～ 3,450 4,000 ～ 5,000
　ちなみに、筆者の調査から、毎年筑波大学に入学する新入生の受信語彙は、現状
でもおおよそ 5,000 語から 6,000 語程度と見積もっている（ここでの「語」とは、

















自律学習のための e-learning の強化や英語で専門授業を実施する教員向けの FD 研
修など）。留学生日本語については、日本の環境において学術的な日本語能力を高
めるとともに、国内での就職を希望する留学生にも対応した日本語教育という 2 面
からの強化を検討している。初修外国語については、本センターが従来から重視し
ているトライリンガル教育（日本語、英語に加えて、もう１つの言語を学習する）
を継続して推進し、より深い言語構造と文化の理解を目指している。国語について
は、英語教育と両輪を成しながら、受講生の論理思考（ディスカッション、交渉、
プレゼンテーション力）を強化していくことになる。
　このような教育の将来像を見据えた上で、本センターにおける研究も継続してい
くことになる。ぜひ、本センター教員の知的パワーを生かして、今後の難局を乗り
越えていきたい。
